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勉の始原と終罵J (Ii'産業と経済』第 22 巻第 5 号、 2008 年)を参照。
*4 マルクスやケインズを引くまでもなく、市場者E万能とする考え方に対する不信感は非常に広範な層から
表明されてきた。もちろん市場そのものの否定から市場の失敗の強調まで、その程度は千差万別である。


























いうことである。例えば「持続可能性 Csustainability) J 切は新しい価値観として日本に限らず、
世界的に注目されている。これに対して共生は、ほとんど日本に限って議論されていると言って
よい切。共生の英語表記ですら意見が分かれる状況であり、例えば 2005 年に設立された「共生
社会システム学会j の英語表記は rTheAssociation for Kyosei StudiesJ と日本語をそのまま使っ
ている。生物学用語の symbiosis は共生と訳すが、共生は symbiosis と訳せないという状況は日
本では「共J r生」に symbiosis 以外の意味を強く含ませていることの象徴であろう。
*7 例えばインターネットで共生をキーワードに検索してみるとよい。非常に様々な立場から、様々な共生
のイメージが語られていることが実感できるだろう。
*8 例えば藤原昇他編著 [2004} 。
*9 例えば内橋克人 [201 1)。
本 10 多文化共生の視点からは荻野剛史 [2010) が整理している。




















1.1 共生に関する 3 つの文脈



















勺5 前掲藤原 (2004) 。
*16 学会として日本環境共生学会がある。
*17 例えば農林統計協会は共生農業システム叢書として 11 巻の書籍を出版している。
*18 例えば共生社会システム学会の 2011 年の年報は『共生社会における里山の可能性』であった。
*19 例えば小野勇一『ニホンカモシカのたどった道:野生動物との共生を探る』中公新書、 2000 年。



































吃3 例えば坂田義教他編著 (1996) 。































本27 IFライフサイエンス 第 35 号J (生命科学振興会、 2008 年) p.45o 
*28 宗教学者である山折哲雄が対談の中で表明している。


















































































本39 このような努力は特に 80 年代後半から 90 年代前半にかけて盛んに行われた。
*40 共生社会形成促進のための政策研究会 [2005) 。
*41 金子勇 [2008) p.76o 
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